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【参考１】主要な展望地からの眺望の確認 

 

■眺望に関わる確認事項 

項目 内容 方法等 

眺望範囲 

展望地からの眺望

が開けているすべ

ての方向 

・眺望が開けている範囲（方向や角度）を確認し、地図上への図示

や現況写真撮影により記録する。 

→【参考２】参照 

主眺望方向 

眺望範囲の中で眺

望対象が視認され

る方向、位置 等 

・現地確認や利用者の行動観察により、眺望範囲の中で特に眺望の

対象として眺められる方向や範囲（方位、角度等）を把握し、地

図上への図示や現況写真撮影により記録する。 

・当該展望地を紹介したガイドブック、現地に設置された解説板等

に掲載された写真や図版も参考にするとよい。 

眺望対象 

当該展望地からの

眺めの主題となる

対象の分布範囲 

・主眺望方向の中で、眺望の主題となっている対象を特定し、その

具体的な分布範囲、眺望範囲内における位置や視認方位等を地図

や写真上に記録する。 

→【参考３】参照 

眺望構成要素 

眺望範囲の眺めを

構成する（特徴と

なる）重要な要素

（地形、地物、地

被等）、眺望視野内

の位置 等 

・各展望地の眺望の状況に応じて下記に例示する要素の状況（眺望

範囲内における視認位置や分布範囲、規模（見込角⇒【参考４】

参照）を把握・記録する。 

・スカイライン     →【参考５】参照 

・支配線        →【参考６】参照 

・眺めの骨格をなす要素 →【参考７】参照 

太陽光発電

施設の予測 

設置予定の太陽光

発電施設を中心に

考えたときの見え

方 

・太陽光発電施設の見える方向、施設までの距離、施設の見え方の

大きさを確認する。 

・眺望範囲及び主眺望方向への太陽光発電施設の介在の有無、事業

とは別の太陽光発電施設の介在の有無を確認する。 

→【参考８】参照 
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【参考２】現況写真の撮影方法 

写真撮影に当たっては、以下の点に注意するとよい。 

 

１.最適な条件で撮影する 

・天候：天気（視程）の良い日に撮影する。 

・時刻：順光で撮影する（基本的に逆光を避ける。）。 

・季節：各季節（例：新緑期、展葉期、落葉期、積雪期等）の写真を撮影しておくと良い。 

特に落葉樹を主体とする地域、積雪地では、季節によって視認性や基調をなす色彩が大きく変化す

るため、太陽光発電施設が設置される場合の見え方や調和する色彩の考え方も大きく変化する。 

 

■季節による眺望変化の典型例 

  

［春］ 

視点付近の樹木により、主眺望対象の山体は見えにく

い。草原の緑と山体の暗緑色のコントラストが大きい。 

［夏］ 

視点付近の樹木が大きく展開葉し、眺望は開けない。 

  

［秋］ 

落葉により山体が見えやすくなる。草地は黄緑～黄土

色を基調とする色彩に変化する。 

［冬］ 

周囲の樹木は完全に落葉し、山体が裾野まで見える。

淡茶～灰茶色を基調とする色彩に変化する。 

 

 

２.最適な撮影地点を選定する 

展望地内において一般の眺望利用が生じる地点を基本とするが、視点近傍の障害物等ができる限り写り込

まないように撮影する。特に展望地付近の柵や電柱電線類、看板類等が至近距離で写り込んだ場合、写真の

印象が大きく変わるので、注意が必要である。 
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３.広角での撮影を基本とする 

写真は、人間の視野特性に近い水平画角 60°程度での撮影を基本とする（眺望範囲が 60°以上の場合は、

水平画角 60°でパノラマ撮影）。 

 

【人間の視野特性】 

人間が特定の対象を否検索的に眺める場合（例：展望台 

から景色を眺める場合）の視野は、既往の研究の結果に 

よって右図に示す「60°コーン説」が定説となっている。 

つまり、特定の眺望対象がある場合、その眺望対象を中 

心とする 60°の範囲の重要性が高まる（景観改変行為に 

よる影響がより大きくなりやすい）。 

 

（出典）芦原義信（1975）「外部空間の設計」彰国社 

 

水平画角 60°程度の写真は、一般的には 35mmフィルム換算で焦点距離 28mm程度のレンズを使用すれば撮

影できる。ただし、デジタルカメラの場合、機種によって搭載された撮像素子（フィルムにあたる部分）の

サイズが様々であり、同じ焦点距離のレンズであっても画角が異なる場合がある。画角は下式によって簡単

に求めることができるので、一度手持ちのカメラの画角を正確に把握しておくと良い。なお、デジタルカメ

ラで撮影した写真は、通常撮影後であってもパソコン上でカメラの機種や焦点距離、その他様々な情報を確

認することが可能である。 

 

【デジカメ写真の画角の計算方法】 

①カメラの取扱説明書等で当該カメラの横方向の 

“撮像素子”サイズを確認する。 

②撮影した写真のプロパティから撮影時のレンズの 

“焦点距離”を確認する。 

（後述【パソコンを利用した写真プロパティの見方】を参照）。 

③下記計算式により、画角を求める。 

   画角＝2θ＝tan-1 








Y

0.5X
×2 

 

【パソコンを利用した写真プロパティの見方】 

①保存先のフォルダを開く 

②該当する画像ファイルを右クリックし、 

プロパティを開く 

③“概要”タブを選択し“詳細設定”に切り替え  

 

 

 

 

４.水平で撮影する 

眺望対象への仰角、俯角は、水平で撮影した写真を用いれば、上記の画角計算手法により簡単に求めるこ

とができる。 

θ 

[X]撮像素子サイズ 

[Y] 

焦
点
距
離 


